








研究目的 

新生児の核黄疸発生機序についてはまだ未解決な部分が多い。その重要な要因のひとつと

してアルブミン(以下 ALB と略す)とビリルビン(以下 BR と略す)の相互作用がある。この相

互作用にある種の薬剤が影響を与え核黄疸の誘因になることが報告されているが,セフェ

ム系抗生剤などの新しい薬剤については十分な検討がなされていない。本研究では NICU(

新生児集中看護室)で現在使用されている,またはされつつある薬剤を中心にALBのBR結合

部位に及ぼす影響について検討した。 


